
   田能資料館開館50周年記念特別展「田能遺跡の弥生人-田能家の人々-」展示紹介冊子 

                                  2020.11.15. 田能遺跡資料館で 

  田能遺跡の弥生人はどんな人だったのか? 周辺の遺跡を含め、出土人骨や墓にスポットライトを当てて検討 

 



  参考挿入 田能遺跡・口酒井遺跡周辺 かつての猪名川河口域に営まれた弥生時代の遺跡図  

和鉄の道・Iron Road 2013「水田稲作の始まり 縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」より 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1302kuchinosakai.pdf 

                        2020.11.20. by Mutsu Nakanishi 挿入 

 猪名川東岸と伊丹空港に挟まれたかつての猪名川河口域 弥生時代の初め、弥生系と縄文系の人達が交流する数多くの集落があった 

 

 

 

和鉄の道・Iron Road 2013「水田稲作の始まり 縄文と弥生の融合を示す田能・口酒井遺跡を訪ねる」より 

https://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1302kuchinosakai.pdf


 

「水田稲作の弥生時代は鉄器・戦さの時代 渡来系弥生人が縄文人を駆

逐して水田稲作の文化を日本列島に広げていった」と位置づけられた時

代もあったが、猪名川河口域の縄文晩期・弥生の集落群が、そんな弥生

の始まりの時代感に疑問を投げかけるきっかけとなったのが、この「口

酒井遺跡」である 

日本人の心に脈々と流れる「共に生きる心優しき日本」。コロナ禍の中で、

今の生き方を見つめなおす一助になればと。 

そんな思いも込めて、今回の田能遺跡特別展を眺めました。 

特別展展示内容全体をコンパクトにまとめ、人骨等の解析から、渡来系弥生人と縄文系の人たちが同じ集落に住んで、

新しい弥生を時代築いていったとみてとれることをまとめた貴重な小冊子。 

そのまま私の記録資料として以下に取り込み記載記録しました。              2020.11.20. by Mutsu Na 



 

  小冊子 2020年田能遺跡資料館特別展「田能遺跡の弥生人」2020.11.15. 転載資料なので取扱いご留意 

 



 



 



 



 



 

 

 



 



  

 


